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KICのロゴマークが決まりました :
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さんの作|デ,がII■イ1よtッた.
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l■□Jマ  クは■1に)掛  の漢字を干チ ノにした地ll.KCの 優しい書体は 日1責″迪えた人と人と

のヽと,'子を表t′■,.こ のili t′い|)●マークとt,「=よ り吉11「親t′ん■いただける KCを 目|=しよJ.

ヽ 繭須副1学腋の放謡後勉強室ホランティア募焦!
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富■ 1芦7出空藩PTq蒲に合わせ 旅イJ JJ案内

や現地で役立つ簡単な会話を学びまし́た。
などの学習支援をしてくださる方を募隻しています。

日 時 :毎週月曜日 火曜日 14:45～ 16:00

場 所 :横須賀小学校

×詳細は、KCま たは横須賀小学校 (482049)まで

平成 21年 度 総会の報告 食糧支援のご協力、
6月 6日 (■)ll日 1役

所にて.lll川|「を来宣

におI′ し 多数の会■

の方にご|1膚いただ■

絆会を開件いたし′まし′た.

,0年 1・・事業報告と会計

1ヌ支決算についでの議案

が捉出され 承認されま

したて また
'1年
度事業計中rl会計1,上予算につ

いての報告がイ予われました.

開会後の交流会 こItシ ャズユニット|10VFR 3

JAMを お迎′し スタングードから十タン■こ素敵

11歌としアンケ聴かしていたださました.

来年十,多くの方のこ出席をお願い致L=す .

ありがとうございました !
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国人市民を 寸ヽ象と t´

た食糧支援活動に,1

多くσ)市民のみなさ

よから温かいこ■l■

とこ協力をいたださ

まし′た.ご 提供いただ

いた 米7′Okl インスタントラ メン650個 な

どL・料〒|は全 4回 延ベワ63人 (5カ国)0)方々

に,べ て配布いたしまし́た.山:布された方々から

は 1生活の大きな支えにな ,た |な ど たくさん

の喜び0)声が寄せらオiよtッた.

みなさ■の漏かしヽ■■援に′

',よ

り■謝中し上げます。

86

5月から横′1賀小学校にて 11名

のポランティアさム,が交替で外国人

児童の放課 .卸強室を行つています.
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PFA
パシフイック委員会

榛 葉 美 月

ユージンヘ行く前 1英語をFEIき取り 力を強めてくるJ

と目標を立てて行きました。それが達成されたr」は、はつ

きりわからないけれど 積極的に相手へ話しかけていく点

国際感覚を身につける点では、それぞれ成長できたと思つ

ています。今では ホームステイ先でお世話になつたご家

族とも関係をもつ

ていて とでも嬉

しいです。これか

らも続け 平行し

て もつと英語力

を身につけるため

日々頑張つていき

たいと思います。

恭巻 .

卜を作りました。

O講 師はデビツド先生、マリIル 先生、

カレン先生の 3人 Cす。

鈴 木 美 帆

ユージンでllk験しF_ことは、私にとつて何もかもが新鮮であり、

非常に楽しく充実していました。

私がホームステイをさせていただいた日は、ちようと 「感謝祭J

の数日前だつたため、ホストフアミリーと一緒に感謝祭のデイナー

の準備をし、ユージンの家庭行事を体験することができました。初

めて□にする14理|ぎかりでしたが、どれもとでも美味しかつたで

す。また、レベツカが朝食に作ってくださったシナモンロールも絶品でした。その他にも、ユージンの大

自然やホリデイマーケツトを案内していただき、市民の生活を垣間見ることができました。

言語や衣食住の文化の違いなど、初めてのことで戸惑う場面もありましF_が、ホストフアミリ
ーをはじ

めとするユージンの皆様に、とてもあたたがく親切にしていただき、帰国0すにはユージンが第2の故郷で

あると感じるほど、ユージンが大好きになllました。この訪間で、私がユーブンと上日|の小さな架け橋に

なることができたのなら嬉しいです。

☆心こもつたバフォーマンスで歓迎されました☆

0フ レン
'ト

ーストとプラブルのデザー

友人学園で

歓迎会でホストフアミ

迫力あふれるユージン太鼓 サウスユージン高校生による

'ン

ス 掛川からはお囃子と踊りを
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一

講師のアメットさん

アメット カスティージョさんを講師として チキン

ライスとユカコンモジョを作りました。

毎国 家族で参加される方々もいて 和気謁々と楽し

く作ることが出来ました。

食事の後 キユーパのお話を聞いたり こちらからの

質問をしたりと、有意義なクツキングでした。

ニューヨークにある国連国際学校の中学 2年

生が今年も、[日|にやつてきました。

女子 9人 男子 5人 引率の先生の 15人です。

それぞれ、掛川市の家庭にホームステイしました。

市内の中学生とゲーム等を通して交流したり

二の丸茶室での茶道体験 イチ」狩りなどニュー

ヨークでは体験できないことが出来ました。

涙  涙のお別れに、スタッフも思わず もら

い泣き一。

日本の大学で学んでいる外国人 1

ました。中国 4人  ロシア 2人 べ

1人が今年もlt日1市の家庭に 10日間のホームステイにやつてき

トナム 2人 、メキシヨ ウズベキスタン スロバキア各 1人です。

く▼ 二の丸茶室で

の茶道体験です。

2人茶道を習つてい

る留学生がいまし

た。なかなか 見

事なお手前です。
▲ 受け入れ家庭と留学生の交流会です。

たつた 1日しかたつていないのに まるで家族の一員のようです。

く 松井掛川市

長への表敬訪問

です。松井市長

は KCの 会 員

ですので 話も

弾みました。

たくさんの思い出を胸に東京 京都へと戻つていきました。このあとも、ホストファミリーとの交

流が続いている人たちがたくさんいます。これもスタッフ達の心を温めてくれます。
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AFA
フトランテイツク委員会

会 長  平松 亮 道

私津は 平成元年より姉妹者F市ニョーヨーク州コーニング市と交流を行っています。

句年夏休みには中高生を派鱈 4月 と7月 にはコーニング市からの訪問団を受け入れて 肌で感じ

る交流を涌して 異なる国 異なる環境に住む人々の考え方を知り、理解することに努めると同時に

日本文化の流布に心掛けています.

日J会 長  水 野 責 章

年 2回 コーニング市からの来訪団があります。 7月 は高

校生 4名  弓率者 4名 が来られました。大須賀滞在は一週

間程でしたが 市長への表敬訪問 大須賀中学校では授業

参加 横須賀高校の見学をしました。また 朝霧高原では

花鳥園や牧場の観光を楽しみ

ました。ホストファミリーの

方々ともすばらしい交流が出

来たと思います。新幹線I日 |

駅での見送りにはホストファ

ミリーのみなさんと別れを憎

しんでいるのが印象的でした。

このような光景を見る度に姉

妹都市との交流をもつともつ

と深めていきたいと思います。

市長表敬訪問

英会話部  部長  鈴 木弥生

英会話部会は 初級クラスと中 上級クラ

スに分かれて活動しています。毎週央曜日の

夜 ?時 半から8時 半まで 大渕農村環境改善

センター (アイク)に て行なつています。旧

推日1市 旧大東OTからも多数出席していただ

さ フレンドリィが売り物です。ネイテイプ

と英語を話したい方 足非顔を出してみてく

ださい。

ホストファミリーと

富士川サービスエリアにて

イ6r「H

理:li長

`6   4千
法人 ■卜川匡1際交流センNPO

■卜川

■卜川

1番地の 1

2階 テラス

TEI 0́537-24-5595

平成 21年 10月 1日

l■k葉 恒 治

大須賀中学校を訪問しました。
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